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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 上水道から洗浄水が直接供給される水道直結式の家庭用水洗便器の洗浄水吐出方法であ
って、第１吐出手段から水洗便器のボウル部上部へ洗浄水を吐出し、次いで第２吐出手段
からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄水吐出方法において、サイホン現象の終期に、
ボウル部内の溜水の水位が所定水位まで低下すると第２吐出手段からの洗浄水の吐出を停
止し、ボウル部内の溜水の水位が所定水位よりも上昇すると第２吐水手段からの洗浄水の
吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定回数行うことを特徴とする洗浄水吐出方法。
【請求項２】
 ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したことを、上水道の給水管と水洗便器との
間で延在する洗浄水配管の途上に配設した定流量弁とタイマーとにより検知することを特
徴とする請求項１に記載の洗浄水吐出方法。
【請求項３】
 ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したことを、ボウル部内の溜水の水位を検知
する水位センサーで検知することを特徴とする請求項１に記載の洗浄水吐出方法。
【請求項４】
 ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したことを、上水道の給水管と水洗便器との
間で延在する洗浄水配管の途上に配設した積算流量計により検知することを特徴とする請
求項１に記載の洗浄水吐出方法。
【請求項５】
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 ロータンクから洗浄水が供給されるロータンク密結式の家庭用水洗便器の洗浄水吐出方
法であって、第１吐出手段から水洗便器のボウル部上部へ洗浄水を吐出し同時に第２吐出
手段からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄水吐出方法において、サイホン現象の終期
に、ボウル部内の溜水の水位が所定水位まで低下すると第２吐出手段からの洗浄水の吐出
を停止し、ボウル部内の溜水の水位が所定水位よりも上昇すると第２吐水手段からの洗浄
水の吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定回数行うことを特徴とする洗浄水吐出方
法。
【請求項６】
 ロータンクから洗浄水が供給されるロータンク密結式の家庭用水洗便器の洗浄水吐出方
法であって、第１吐出手段から水洗便器のボウル部上部へ洗浄水を吐出し同時に第２吐出
手段からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄水吐出方法において、設置高さの異なる複
数の第２吐出手段を設け、ボウル部内の溜水の水位の低下に対応して設置高さの高い第２
吐出手段から設置高さの低い第２吐出手段へ向けて順次洗浄水の吐出を停止させることを
特徴とする洗浄水吐出方法。
【請求項７】
 ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したことを、ボウル部内の溜水の水位を検知
する水位センサーで検知することを特徴とする請求項５又は６に記載の洗浄水吐出方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は水洗便器の洗浄水吐出方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
上水道から洗浄水が直接供給される水道直結式の家庭用水洗便器においては、水洗便器の
ボウル部上端部のリム部に配設されたリム吐水穴からボウル部上部へ洗浄水を吐出してボ
ウル面を洗浄すると共にボウル部内の溜水の水位を高め、次いでボウル部底部に配設した
ジェットノズルからボウル部下部へ洗浄水を吐出してトラップ排水路内にサイホン現象を
引き起こし、ボウル部内の汚物と汚水とを一気に外部排出管へ排出する。
ロータンクから洗浄水が供給されるロータンク密結式の家庭用水洗便器においては、ロー
タンクから供給される洗浄水を、ボウル部上端部のリム部に配設されたリム吐水穴とボウ
ル部底部に配設したジェット吐水穴とから同時に吐出し、ボウル面を洗浄すると共にトラ
ップ排水路内にサイホン現象を引き起こし、ボウル部内の汚物と汚水とを一気に外部排出
管へ排出する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
　水道直結式の家庭用水洗便器やロータンク密結式の家庭用水洗便器において、ボウル部
内の溜水の水位が低下し排水トラップ内の水量が少量になるサイホン現象の終期に、ジェ
ットノズルやジェット吐水穴から吐出する洗浄水が排水トラップの壁面に直接衝突して騒
音を発生させ、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させるという問題があった。本発明は
上記問題に鑑みてなされたものであり、水道直結式の家庭用水洗便器やロータンク密結式
の家庭用水洗便器の洗浄水吐出方法であって、ジェットノズルやジェット吐水穴から吐出
する洗浄水による騒音発生を抑制できる洗浄水吐出方法を提供することを目的とする。な
お、関連する先行文献としては、例えば、特開平２－１３２２３４がある。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明においては、上記課題を解決するために、上水道から洗浄水が直接供給される水道
直結式の家庭用水洗便器の洗浄水吐出方法であって、第１吐出手段から水洗便器のボウル
部上部へ洗浄水を吐出し、次いで第２吐出手段からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄
水吐出方法において、サイホン現象の終期に、ボウル部内の溜水の水位が所定水位まで低
下すると第２吐出手段からの洗浄水の吐出を停止し、ボウル部内の溜水の水位が所定水位
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よりも上昇すると第２吐水手段からの洗浄水の吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所
定回数行うことを特徴とする洗浄水吐出方法を提供する。
【０００５】
サイホン現象の終期に、ボウル部内の溜水の水位が、第２吐水手段から吐出する洗浄水が
排水トラップの壁面に直接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性があ
る水位まで低下すると、第２吐出手段からの洗浄水の吐出を停止し、排水トラップの上部
へ押し上げられていた汚水がボウル部底部へ戻ってボウル部内の溜水の水位が所定水位よ
りも上昇すると第２吐水手段からの洗浄水の吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定
回数行うので、第２吐水手段から吐出する洗浄水は排水トラップの壁面に直接衝突せず、
また空気も巻き込まない。この結果、第２吐水手段から吐出する洗浄水による騒音発生が
抑制される。またボウル部内の溜水の水位が比較的低い状態で第２吐出手段からの洗浄水
の吐出を断続的に繰り返すことにより、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排
出される。
【０００６】
　本発明の好ましい態様においては、ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したこと
を、上水道の給水管と水洗便器との間で延在する洗浄水配管の途上に配設した定流量弁と
タイマーとにより検知する。本発明の好ましい態様においては、ボウル部内の溜水の水位
が所定値まで低下したことを、ボウル部内の溜水の水位を検知する水位センサーで検知す
る。本発明の好ましい態様においては、ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したこ
とを、上水道の給水管と水洗便器との間で延在する洗浄水配管の途上に配設した積算流量
計により検知する。
【０００７】
　ボウル部内の溜水の水位が、第２吐水手段から吐出する洗浄水が排水トラップの壁面に
直接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下したこ
とを検知する方法は、上水道の給水管と水洗便器との間で延在する洗浄水配管の途上に配
設した定流量弁とタイマーとにより水洗便器に供給した洗浄水の総流量を検知し、総流量
が水洗便器の排水特性によって定まる所定値に達した時に騒音発生水位まで低下したと判
断しても良く、水位センサーを用いてボウル部内の溜水の水位を直接検知しても良く、上
水道の給水管と水洗便器との間で延在する洗浄水配管の途上に配設した積算流量計により
水洗便器に供給した洗浄水の総流量を検知し、総流量が水洗便器の排水特性によって定ま
る所定値に達した時に騒音発生水位まで低下したと判断しても良い。
【０００８】
本発明においては、ロータンクから洗浄水が供給されるロータンク密結式の家庭用水洗便
器の洗浄水吐出方法であって、第１吐出手段から水洗便器のボウル部上部へ洗浄水を吐出
し同時に第２吐出手段からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄水吐出方法において、サ
イホン現象の終期に、ボウル部内の溜水の水位が所定水位まで低下すると第２吐出手段か
らの洗浄水の吐出を停止し、ボウル部内の溜水の水位が所定水位よりも上昇すると第２吐
水手段からの洗浄水の吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定回数行うことを特徴と
する洗浄水吐出方法を提供する。
ボウル部内の溜水の水位が、第２吐水手段から吐出する洗浄水が排水トラップの壁面に直
接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下すると、
第２吐出手段からの洗浄水の吐出を停止し、排水トラップの上部へ押し上げられていた汚
水がボウル部底部へ戻ってボウル部内の溜水の水位が所定水位よりも上昇すると第２吐水
手段からの洗浄水の吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定回数行うので、第２吐出
手段から吐出する洗浄水は排水トラップの壁面に直接衝突せず、また空気も巻き込まない
。この結果、第２吐出手段から吐出する洗浄水による騒音発生が抑制される。またボウル
部内の溜水の水位が比較的低い状態で第２吐出手段からの洗浄水の吐出を断続的に繰り返
すことにより、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排出される。
【０００９】
本発明においては、ロータンクから洗浄水が供給されるロータンク密結式の家庭用水洗便
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器の洗浄水吐出方法であって、第１吐出手段から水洗便器のボウル部上部へ洗浄水を吐出
し同時に第２吐出手段からボウル部下部へ洗浄水を吐出する洗浄水吐出方法において、設
置高さの異なる複数の第２吐出手段を設け、ボウル部内の溜水の水位の低下に対応して設
置高さの高い第２吐出手段から設置高さの低い第２吐出手段へ向けて順次洗浄水の吐出を
停止させることを特徴とする洗浄水吐出方法を提供する。
ボウル部内の溜水の水位が、第２吐出手段から吐出する洗浄水が排水トラップの壁面に直
接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下すると、
設置高さの高い第２吐出手段から設置高さの低い第２吐出手段へ向けて順次洗浄水の吐出
を停止させて、ボウル部内の溜水の水位よりも低い第２吐出手段から洗浄水を吐出させる
ので、第２吐出手段から吐出する洗浄水は排水トラップの壁面に直接衝突せず、また空気
も巻き込まない。この結果、第２吐出手段から吐出する洗浄水による騒音発生が抑制され
る。
【００１０】
本発明の好ましい態様においては、ボウル部内の溜水の水位が所定値まで低下したことを
、ボウル部内の溜水の水位を検知する水位センサーで検知する。
水位センサーにより、ボウル部内の溜水の水位が騒音発生水位まで低下したことを検知す
ることができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の第１実施例を説明する。
図１に示すように、水道直結式水洗便器１は便器本体２を備えている。便器本体２は、ボ
ウル部３と、ボウル部３の上縁に形成されたリム通水路４とボウル部３の下部から延びる
排水トラップ５とを有している。リム通水路４には、複数のリム吐水穴４ａが形成されて
いる。排水トラップ５の端部は図示しない外部排出管に接続されている。
便器本体２の後部上方にボックス６が配設されている。図示しない上水道の給水管に接続
された配管７がボックス６内ヘ延びている。配管７から分岐する配管８が電磁弁９を介し
てリム通水路４に接続している。配管７から分岐する配管１０が電磁弁１１と大気開放弁
１２とを介して、ボウル部３の底部に配設されたジェットノズル１３に接続している。ジ
ェットノズル１３は排水トラップ５ヘ差し向けられている。
ボックス６内に、電磁弁９、１１の作動を制御する制御装置１４が配設されている。制御
装置１４へ洗浄起動信号を出力する操作部１５が配設されている。
配管７の途上に定流量弁１６が配設されている。制御装置１４内に図示しないタイマーが
配設されている。
【００１２】
本実施例に係る水道直結式水洗便器１においては、操作部１５が手動操作されると、制御
装置１４の制御下に電磁弁９が開かれ、上水道の給水管と配管７と配管８とを介して定流
量の洗浄水がリム通水路４に供給され、リム吐水穴４ａからボウル部３の上部へ吐出する
。吐出した洗浄水はボウル部３の上部表面を洗浄すると共にボウル部３内の溜水の水位を
上昇させる。
制御装置１４の制御下に電磁弁９が閉鎖され、電磁弁１１が開かれる。上水道の給水管と
配管７と配管１０とを介して定流量の洗浄水がジェットノズル１３に供給され、ジェット
ノズル１３からボウル部３の下部へ吐出する。ボウル部３の下部へ吐出した洗浄水により
、排水トラップ５内にサイホン現象が引き起こされ、ボウル部３内の汚物と汚水とが排水
トラップ５を介して一気に外部排出管へ排出される。サイホン現象の終期には、ボウル部
３内の溜水の水位が低下し、排水トラップ５内の汚水量も減少する。
【００１３】
便器本体２への洗浄水の供給が開始された瞬間からタイマーが作動し、洗浄水供給時間が
計測される。制御装置１４は、洗浄水供給時間と定流量弁１６により定まる定流量とに基
づいて、洗浄開始からの洗浄水の総流量を検知する。制御装置１４は、洗浄開始からの洗
浄水の総流量が水洗便器１の排水特性によって定まる所定値に達した時に、ボウル部３内
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の溜水の水位が、ジェットノズル１３から吐出する洗浄水が排水トラップ５の壁面に直接
衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下したと判断
し、以降は電磁弁１１を断続的に開閉してジェットノズル１３から断続的に洗浄水を吐出
させる。ジェットノズル１３からの洗浄水の吐出が停止している間に、排水トラップ５の
上部へ押し上げられていた汚水がボウル部３の底部へ戻り、ボウル部３内の溜水の水位が
上昇する。この時点でジェットノズル１３からの洗浄水の吐出が再開される。以降ジェッ
トノズル１３からの洗浄水の吐出の停止と再開とが所定回数繰り返される。ボウル部３内
の溜水の水位が騒音発生水位よりも上昇した時にジェットノズル１３から洗浄水を吐出す
るので、吐出した洗浄水は排水トラップ５の壁面に直接衝突せず、また空気も巻き込まな
い。この結果、ジェットノズル１３からから吐出する洗浄水による騒音発生が抑制される
。ボウル部３内の溜水の水位が比較的低い状態でジェットノズル１３からの洗浄水の吐出
が断続的に繰り返されるので、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排出される
。
【００１４】
ボウル部３からの汚物の排出が完了すると、制御装置１４の制御下に電磁弁１１が閉鎖さ
れ、電磁弁９が開かれる。上水道の給水管と配管７と配管８とを介して定流量の洗浄水が
リム通水路４に供給され、リム吐水穴４ａからボウル部３の上部へ吐出し、ボウル部３内
に溜水を形成する。
制御装置１４の制御下に電磁弁９が閉鎖され便器洗浄が終了する。
【００１５】
上記実施例においては、サイホン現象の終期に、ジェットノズル１３からの洗浄水の吐出
を断続的に行うこととしたが、サイホン現象の終期に、電磁弁９を開いてリム吐水穴４ａ
からボウル部３上部に洗浄水を吐出しても良い。ボウル部３内の溜水の水位が上昇し、ジ
ェットノズル１３からから吐出する洗浄水による騒音発生が抑制される。この場合でも、
ボウル部３内の溜水の水位が比較的低い状態でジェットノズル１３からの洗浄水の吐出が
行われるので、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排出される。配管７から新
たな電磁弁を介して分岐した新たな配管をボウル部３に導き、サイホン現象の終期に、前
記新たな電磁弁を開き新たな配管を介してボウル部３に洗浄水を吐出させても良い。ボウ
ル部３内の溜水の水位が上昇し、ジェットノズル１３からから吐出する洗浄水による騒音
発生が抑制される。この場合でも、ボウル部３内の溜水の水位が比較的低い状態でジェッ
トノズル１３からの洗浄水の吐出が行われるので、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が
効果的に排出される。
【００１６】
ボウル部３内の溜水の水位の検知は、水位センサーを用いてボウル部３内の溜水の水位を
直接検知しても良く、配管７の途上に積算流量計を配設し、積算流量計によって洗浄開始
からの洗浄水の総流量を検知し、総流量が水洗便器１の排水特性によって定まる所定値に
達した時に、ボウル部３内の溜水の水位が、ジェットノズル１３から吐出する洗浄水が排
水トラップ５の壁面に直接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性があ
る水位まで低下したと判断しても良い。
【００１７】
本発明の第２実施例を説明する。
図２に示すように、ロータンク密結式水洗便器２１は便器本体２２を備えている。便器本
体２２は、ボウル部２３と、ボウル部２３の上縁に形成されたリム通水路２４とボウル部
２３の下部から延びる排水トラップ２５とを有している。リム通水路２４には、複数のリ
ム吐水穴２４ａが形成されている。ボウル部２５の下部に排水トラップ２５へ差し向けら
れたジェット吐水穴２６が形成されている。排水トラップ２５の端部は図示しない外部排
出管に接続されている。
便器本体２２の後部にロータンク２７が密結されている。図示しない上水道の給水管に接
続された配管２８がロータンク２７内ヘ延びている。配管２８の端部近傍に止水弁２９が
配設されている。止水弁２９の開閉を行うフロート３０が配設されている。ロータンク２
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７の底部に排水穴３１が形成され、排水穴３１を開閉する排水弁３２が配設されている。
排水弁３２はロータンク２７に取り付けられた図示しない操作レバーにより操作される。
便器本体２２には、ロータンク２７の排水穴３１の直下に貯水区画３２が形成されている
。貯水区画３２は連通穴３３を介してリム通水路２４に連通している。貯水区画３２は通
水路３４を介してジェット吐水穴２６に連通している。通水路３４の途上に図示しない電
磁弁が配設されており、電磁弁を制御する図示しない制御装置が配設されている。ボウル
部２３内の溜水の水位を検知する図示しない水位センサーが配設されている。
【００１８】
本実施例に係るロータンク密結式水洗便器２１においては、図示しない操作レバーが手動
操作されると、排水弁３２が開き、ロータンク２７内の洗浄水が排水穴３１を通って貯水
区画３２へ流入し、貯水区画３２を満水にする。貯水区画３２内の洗浄水は連通穴３３を
通ってリム通水路２４ヘ流入し、リム吐水穴２４ａからボウル部２３の上部へ吐出する。
吐出した洗浄水はボウル部２３の上部表面を洗浄すると共にボウル部２３内の溜水の水位
を上昇させる。
貯水区画３２内の洗浄水は通水路３４へ流入する。通水路３４内に配設した電磁弁は開い
ており、通水路３４へ流入した洗浄水はジェット吐水穴２６からボウル部２３の下部へ吐
出する。ボウル部２３の下部へ吐出した洗浄水により、排水トラップ２５内にサイホン現
象が引き起こされ、ボウル部２３内の汚物と汚水とが排水トラップ２５を介して一気に外
部排出管へ排出される。サイホン現象の終期には、ボウル部２３内の溜水の水位が低下し
、排水トラップ２５内の汚水量も減少する。
【００１９】
水位センサーが検知したボウル部２３内の溜水の水位が、ジェット吐水穴２６から吐出す
る洗浄水が排水トラップ２５の壁面に直接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生さ
せる可能性がある水位まで低下すると、制御装置は通水路３４内に配設した電磁弁を断続
的に開閉させ、ジェット吐水穴２６から断続的に洗浄水を吐出させる。ジェット吐水穴２
６からの洗浄水の吐出が停止している間に排水トラップ２５の上部へ押し上げられていた
汚水がボウル部２３の底部へ戻り、ボウル部２３内の溜水の水位が上昇する。この時点で
電磁弁が開きジェット吐水穴２６からの洗浄水の吐出が再開される。以降ジェット吐水穴
２６からの洗浄水の吐出の停止と再開とが所定回数繰り返される。ボウル部２３内の溜水
の水位が騒音発生水位よりも上昇した時にジェット吐水穴２６から洗浄水を吐出するので
、吐出した洗浄水は排水トラップ２５の壁面に直接衝突せず、また空気も巻き込まない。
この結果、ジェット吐水穴２６からから吐出する洗浄水による騒音発生が抑制される。ボ
ウル部２３内の溜水の水位が比較的低い状態でジェット吐水穴２６からの洗浄水の吐出が
断続的に繰り返されるので、溜水の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排出される。
【００２０】
ボウル部２３内の溜水の水位が、ジェット吐水穴２６から吐出する洗浄水が排水トラップ
２５の壁面に直接衝突し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位ま
で低下する頃に、ロータンク２７内の水位の低下により、排水弁３２が閉じ、フロート３
０により止水弁２９が開かれ、上水道の給水管と配管２８とを介して、ロータンク２７に
洗浄水が供給される。貯水区画３２内の洗浄水は、通水路３４とジェット吐水穴２６とを
通ってボウル部２３の下部に断続的に吐出し続ける。ボウル部２３からの汚物の排出が完
了した後も、ジェット吐水穴２６からの洗浄水の吐出は続くが、流量が減少しているので
、ジェット吐水穴２６から吐出した洗浄水は排水トラップ２５の頂部を越えることができ
ず、ボウル部２３の下部に溜まり、溜水を形成する。ロータンク２７内の水位が所定水位
まで上昇すると、フロート３０により止水弁２９が閉鎖され、便器洗浄が終了る。
【００２１】
上記実施例においては、サイホン現象の終期に、ジェット吐水穴２６からの洗浄水の吐出
を断続的に行うこととしたが、図３に示すように、設置高さが順次低下するジェット吐水
穴２６ａ、２６ｂ、２６ｃを設け、ジェット吐水穴２６ａ、２６ｂ、２６ｃに連通する通
水路３４ａ、３４ｂ、３４ｃの貯水区画３２との連通部の高さを順次低下させても良い。
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ボウル部内の溜水の水位の低下に対応して貯水区画３２内の水位も低下し、通水路３４ａ
、３４ｂ、３４ｃの順に、洗浄水の流入が停止する。この結果、ボウル部２３内の溜水の
水位が、ジェット吐水穴２６ａから吐出する洗浄水が排水トラップ２５の壁面に直接衝突
し、或いは空気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下すると、ジェッ
ト吐水穴２６ａからジェット吐水穴２６ｃへ向けて、順次洗浄水の吐出が停止するので、
ボウル部２３内の溜水の水位よりも低いジェット吐水穴から洗浄水を吐出させることがで
きる。従って、ジェット吐水穴から吐出する洗浄水は排水トラップ２５の壁面に直接衝突
せず、また空気も巻き込まない。この結果、ジェット吐水穴から吐出する洗浄水による騒
音発生が抑制される。
【００２２】
【発明の効果】
上記説明から分かるように、本発明に係る洗浄水吐出方法によれば、ボウル部内の溜水の
水位が、第２吐水手段から吐出する洗浄水が排水トラップの壁面に直接衝突し、或いは空
気を巻き込んで騒音を発生させる可能性がある水位まで低下すると、第２吐出手段からの
洗浄水の吐出を停止し、排水トラップの上部へ押し上げられていた汚水がボウル部底部へ
戻ってボウル部内の溜水の水位が所定水位よりも上昇すると第２吐水手段からの洗浄水の
吐出を再開する、洗浄水の断続的吐出を所定回数行うので、第２吐水手段から吐出する洗
浄水は排水トラップの壁面に直接衝突せず、また空気も巻き込まない。この結果、第２吐
水手段から吐出する洗浄水による騒音発生が抑制される。またボウル部内の溜水の水位が
比較的低い状態で第２吐出手段からの洗浄水の吐出を断続的に繰り返すことにより、溜水
の自由表面近傍に在る浮遊汚物が効果的に排出される。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１実施例に係る水洗便器の洗浄水吐出方法が実施される水道直結式水
洗便器の断面図である。
【図２】本発明の第２実施例に係る水洗便器の洗浄水吐出方法が実施されるロータンク密
結式水洗便器の断面図である。
【図３】本発明の第２実施例に係る水洗便器の洗浄水吐出方法の変形例が実施されるロー
タンク密結式水洗便器の部分断面図である。
【符号の説明】
１　水道直結式水洗便器
２　便器本体
３　ボウル部
４ａ　リム吐水穴
５　トラップ排水路
１３　ジェットノズル
２１　ロータンク密結式水洗便器
２２　便器本体
２３　ボウル部
２４ａ　リム吐水穴
２５　トラップ排水路
２６　ジェット吐水穴
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